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次の問 1～問 5のなかから一問を選び、答えなさい。
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1.株式会社において、会社の経済的な価値に対する権利（自益権など）を保有しないにもかかわら

ず株主総会における議決権を実質的に行使することができる者が存在する状態を emptyvotingと呼ぶ

ことがあり、近年、その弊害について議論がなされている。この問題について、以下の (1)~(3)の

問いに答えなさい。

(1)会社法の法制度あるいは実務において、 emptyvotingが生じている具体的な事例を挙げなさ

Vヽ。

(2) empty votingに伴う弊害はどのようなものか、株主総会における議決権の意義を踏まえて説明

しなさい。

(3) (1) で挙げた事例において、 emptyvotingの弊害を除去するためにはどのようにすればよい

と考えるか、論じなさい。

2.企業買収の対抗措置について、関連する近時の判例または裁判例を踏まえ、その法的問題につい

て論じなさい。

3.商法52 1条（商人間の留置権）が適用される具体的な場合を挙げ、この規定が商法に設けられ

ている趣旨を、同条の定める各要件に触れながら説明しなさい。

4．国際海上物品運送法において、船荷証券に記載された運送品と実際の運送品が、その種類におい

て異なっていた場合（「品違い」という）、運送人は、善意の証券所持人に対して、船荷証券の記載通

りの運送品の引渡義務を負う（商法76 0条）とする見解がある。この結論に至る諸学説について説明

し、その当否につき自由に論じなさい。

5. 生命保険の募集における勧誘行為をめぐる法的問題について論じなさい。

答案の書き方（横書き） 六法全書の使用を認める。
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